
 

第 1回 学生リーダーシップ指導者研修会 開催要項 

 

趣旨：学生のコミュニケーション能力や自己管理能力、組織運営力、リーダーシップなどの育成に携

わっている教職員を対象とした研修会です。米国の先進事例を知り、リーダーの資質・能力とそ

の育成について理解し、リーダー研修会の企画運営や日常的な学生指導、クラブ運営についてグ

ループワークを通して、経験や知識を交流しながら研修します。 

 

１．主   催： 公益社団法人 全国大学体育連合 

 

２．開 催 日： 2016年６月４日(土)  10時～16時 （開場：9時 30分） 

 

３．会   場： 帝京大学板橋キャンパス本部棟 4階 会議室 02 

（東京都板橋区加賀２丁目１１−１） 

         （JR埼京線「十条駅」下車、徒歩約 10分） 

 

４．参加対象者： 課外スポーツ活動の指導や支援をしている教職員（定員 40名） 

 

５．内   容： 9:30   受付開始 

9:45    開会挨拶 趣旨説明 

10:00  「米国大学のリーダーシッププログラムとライフスキルプログラム」 

11:00   グループ討議「リーダーシップ研修会の企画・運営・評価」 

                12:00   教育懇談会（昼食付き）：（大学規模別グループ） 

13:00  「リーダーの資質・能力と習慣」 

15:10  グループ別研修（①班と②班に分かれます） 

     ①運動部指導者対象 ②学生支援職員対象 

16:40  フォローアップ研修 

17:00  閉会 

 

６．参 加 費： 本連合会員校  6,000円 

                 本連合個人会員 7,000円 

非会員      8,000円 

＊上記参加費には教育懇談会の昼食費用を含みます。 

 

７．申 込 方 法：申込は本連合のホームページからお願いします。（先着 40名） 

http://daitairen.or.jp/ 

 

８．申 込 締 切：2016年 5月 22日（日）（事前レポートも一緒に提出してください。） 

 

９．申込先・問合せ先： 

公益社団法人全国大学体育連合 事務局 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 1-3-13-303  

Tel：03(3232)5738   Fax：03(3232)5872 

mail:info@daitairen.or.jp 

 



 

講師プロフィール 

 

「米国大学のリーダーシッププログラムとライフスキルプログラム」 

伊東克・帝京大学スポーツ医科学センター 

2003年アメリカワシントン州教員免許取得。2003年テネシー州立大           

学院入学（スポーツマネジメント専攻）。在学中研修生（GA）として同大

学体育局で働く。2005年メリーランド州立モーガン大学（メリ－ランド州、

ボルチモア）体育局入職。同体育局内にスポーツマーケティング部門を立

ち上げ初代表に就任。2012年日本社会人アメリカンフットボール協会企画

部委員。2013年 11月から現職。同時に早稲田大学スポーツ科学学術院に

在籍中。研究分野：大学スポーツ、学業支援、アカデミックキャリア。 

 

グループ討議「リーダーシップ研修会の企画・運営・評価」 

グループ別研修（②学生支援職員対象） 

小林勝法・文教大学教授・学長補佐 

全国大学体育連合専務理事 

     コーチング推進コンソーシアム委員（スポーツ庁） 

     日本体育学会理事、スポーツ安全協会評議員、大学教育学会代議員 

     大学体育指導者研修会の講師を長年務める。大学スポーツに関する調査の

実施やカレッジ・スポーツ・シンポジウムの企画に携わる。スポーツ未来開拓会議（経産省・スポ

ーツ庁）に参加し、大学スポーツの推進について取り組んでいる。 

 

「リーダーの資質・能力と習慣」 

竹村富士徳・フランクリン・コヴィー・ジャパン株式会取締役社副社長 

筑波大学客員教授 

「個人と組織が最も大切なことを実現できるよう支援する」とい          

うフランクリン・コヴィー社のミッションを現場で押し進め、経       

営に携わると同時に、講師としても活躍している。 

      2012年には筑波大学客員教授に就任し、企業研修で実績のある               

「7つの習慣」を活用して、小学校から大学まで幅広く授業や研修を行い、

「学校改革」や「人間教育」に携わる。授業・研修実績：筑波大学、岡山大学大学院、産業能率

大学、法政大学、中央大学、帝京大学、立正大学など 

 

グループ別研修（①運動部指導者対象） 

東海林祐子・慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科准教授 

博士（政策・メディア）  

高校男子ハンドボール部の顧問として 2002年まで長崎の高校に勤         

務。2001年インターハイ優勝、全国選抜大会準優勝、国民体育大会優勝な

どの成績を収めた。男子を率いての女性指導者の全国大会優勝は初。専門

はゲーム理論を援用したスポーツコーチング。スポーツコーチングの一般

理論を生み出し、そのメソッドをアスリートや学校、企業などに紹介している。著書に『スポ

ーツコミュニケーション スポーツ指導におけるコミュニケーションとその応用』（2011 Book 

House HD ）、『コーチングのジレンマ』（2013 Book House HD ）などがある。 


